
 

科目名 担当教員名 授業形態 単位数 資格 大学DP 学科DP 学習成果 

社会福祉論 片山 響 講義 ２ 栄養士必修 1,2,3 1,2,3,4 1,2,3,4 

授業概要 

授業目的 

私たちが生活を送るうえで大変重要な役割を担っている制度に「社会保障」や「社会福祉」がある。この二

つの制度が疾病、障害、貧困など生活の様々な問題をサポートするセーフティネットの役割を果たしている

ことを学び、理解を深めることは大変重要である。社会福祉論では社会保障と社会福祉の法律、組織、仕

組み、昨今の動向、課題などを概論的に学び、他の専門職と協働し援助するための基礎的知識と方法を

修得することをねらいとする。 

到達目標 

１ 日本が直面する少子高齢化社会の現況を学び、課題と対策を理解している。 

２ 社会福祉の歴史、法律、制度を学び、「社会福祉とは何か」を理解している。 

３ 栄養士が社会福祉の視点から、多職種と連携して役割を果たすための援助方法を習得する。 

回 学習内容 

1 少子高齢化社会の現状と課題 

2 社会福祉の主な法律と組織 

3 介護保険制度と高齢者福祉 

4 障害者福祉 

5 精神保健福祉 

6 生活困窮者支援 

7 児童福祉 

8 医療保険と健康施策 

9 社会福祉における援助方法 

10 社会福祉制度演習 

11 社会福祉の歴史 

12 地域福祉 

13 医療と福祉の連携 

14 年金保険 

15 男女共同参画 

予習内容 

復習内容 

予習：テキストの該当箇所を読んで概要を理解しておく。 

復習：講義資料の内容を整理する。 

教科書 コメディカルのための社会福祉概論（講談社） 

成績評価 
平常点２０％、中間レポート４０％、まとめのレポート４０％、レポート内容は直前授業で告

知。 

実務経験  

その他 

特記事項 

歴史、法律、制度など堅苦しい内容もありますが、行政機関の職員としての経験をふまえ、受講

生が日本社会の直面している福祉分野の課題を理解し、また考えられるような講義にしたいと思

います。 
 


